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電磁気圏

• 主として，高度約100 kmから惑星間空間にい

たる電離大気（プラズマ）が広がる領域のダ
イナミックな現象を対象．

• 地球の内部において電気が流れやすくなって
いる領域も対象．

• 地球の磁場の存在がものごとの理解に大きく
関わってくる領域が電磁気圏．

• 惑星が磁場をもつ場合，その周辺領域も研究
対象．



テーマの決め方・研究の進め方

• ４月に教員がそれぞれ複数のテーマを提案・
説明 →検討・相談→テーマ決定

• 以下を通して研究を進める．

–担当教員との定期的な discussion

–年間を通した英語テキストの輪講（週１回）

–年４回の研究発表（研究計画，中間，単位認定，
最終）



http://www-step.kugi.kyoto-u.ac.jp/

http://www-step.kugi.kyoto-u.ac.jp/


https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/index-j.html

https://wdc.kugi.kyoto-u.ac.jp/index-j.html


オーロラ地上観測と人工衛星
観測に基づく太陽風・磁気圏

結合過程と高緯度電離圏の現象の解明
（田口）

DMSP

Spacecraft



光学・電波観測と直接観測による
地球電離圏現象の解明（斉藤）

光・電波による電離圏の遠隔観測 飛翔体を使った電離圏の直接観測

RIDEキャンペーン：2025年夏
観測ロケットを使った高度100km電離圏の直接観測

ABIE実験：2026年
ISS補給機HTV-Xを使った高度300kmの中性大気の直
接観測

国際宇宙ステーションや船舶からの大気光・オーロラ
の光学観測
南極PANSYレーダー や国内レーダー網による電離圏
プラズマの電波観測

[Jaxa/Nasa] [S310-46提案書]



月・火星・水星周辺の
プラズマ観測データ解析

（原田）

火星オーロラ発光・電離圏電子密度増加・
電子降り込みの同時観測（Harada, 

Fujiwara, et al., 2024）

ベピ・コロンボ第３回水星フライバイ時の「みお」に
よる低エネルギーイオン観測（Harada, et al., 2024）



磁場観測を中心とした
探査機・地上データ解析による
宇宙空間・地球磁気圏・
惑星電磁気圏の現象の解明
担当：松岡彩子(地磁気センター)
matsuoka@kugi.kyoto-u.ac.jp

MMX(火星衛星探査)
2026年打ち上げ予定

Comet Interceptor（始原的彗星観測）
2029年頃打ち上げ予定

あらせ（地球放射線帯観測）
2016年12月打ち上げ

BepiColombo（水星探査）
2018年10月打ち上げ、
2026年水星到着

JUICE
(木星氷衛星探査)
2023年4月打ち上げ
2031年木星到着

T1での実施内容：

電磁的エネルギーの形態変化や伝搬の
現象の解明を目指す。

・探査機や地上観測で取得された、宇
宙空間・地球磁気圏・惑星磁気圏にお
ける磁場やプラズマのデータを解析

【例】「あらせ」衛星データを用いた
地球放射線帯の電磁波動の研究

・将来ミッションを見据えた、従来よ
り性能を向上させた探査機搭載用磁場
計測機器の開発や試験

その後の研究の発展の可能性：

将来の探査機・地上観測プロジェクト
への参画（観測目標の設定・機器開発
や試験への参加を含む）

【例】2026年に水星に到着する
BepiColombo探査機データを用い
た、水星磁気圏の電磁現象の研究



地球磁場の内外分離による全球
電磁誘導の解析（藤）



宇宙空間を流れる電流系の研究
(今城)

あらせ衛星による
高高度のオーロラ
加速領域観測

INTERMAGNET

全球地磁気観測網

様々な磁気圏-

電離圏電流系



電磁粒子シミュレーションに基づ
くプラズマ不安定性に伴う粒子加

速・非線形波動の解明
(小谷)

極域に降下する高速水素イオンによる低域混成波とその
非線形波動の励起

低域混成波とその非線形波動による背景イオンの加速
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